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自己紹介

内山征
（うちやますすむ）

４８歳

まちづくりコンサルタント

茨城県笠間市出身
（地元のまちづくりも実施）
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お話する内容

①地域主体のまちづくりの必要性

②まちづくりの事例

③まちなかの活性化について？
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①地域主体のまちづくりの必要性

地域主体のまちづくりとは？

のまちづくり自 自分一人で個人の活動として行うまちづくり。
自分の家を建てることや、庭の手入れなど。

のまちづくり共

地域の住民が協力して進めるハード、ソフトの活動。
草刈りや防災活動など、基本的には全員参加が求め
られるまちづくり
イベントや観光活性化など有志が楽しみながら進める
まちづくり

のまちづくり公 市役所や役場などの公的機関が進める都市計画、
まちづくり。公園や道路整備など

住民・商業者・企業等のコミュニティが
取り組むまちづくり
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①地域主体のまちづくりの必要性

地域が自分のまちのために選択して取り組む
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①地域主体のまちづくりの必要性

なぜ行政主体ではないの？
まちづくりの水準

Ａ地域 Ｂ地域 Ｃ地域

行政が、地域まちづくり行ったら
ニーズがＭＡＸの地域に合わせて
しまうのでは？

Ａ地域 Ｂ地域 Ｃ地域

まちづくりの水準

地域ごとに異なるニーズだったら
各地域のニーズを積み上げた規模
をスタンダードにするのは非効率

これからの時代は、地域が地域毎
の課題や目標に沿って、オーダー
メイドのまちづくりを進めていく
ことが有効
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①地域主体のまちづくりの必要性

時代の変化

高度成⾧期以降は？
宅地や道路が不足しており、量を増やせば正解の
まちづくり

今は
ハコモノの無駄が意識され、確実に使われるモノを
つくる時代（利用や活動の計画から始める）

市役所は商店を経営したり、お金を使って人を集め
ることはできない⇒住民等の力が必要
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これからは、小さな活動を
原動力として束ねて、まち
をつくる時代

①地域主体のまちづくりの必要性

これまでは
行政が主体になり
大きな事業等を動かす時代
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プロローグ

始まりは最後通牒
笠間は観光地／震災で低迷笠間は観光地／震災で低迷

陶芸、栗、芸術の森公園、美術館など、
観光スポットが多様化
陶芸、栗、芸術の森公園、美術館など、
観光スポットが多様化

笠間稲荷門前通りは徐々に低迷笠間稲荷門前通りは徐々に低迷

市長：門前通りに投資するのは最後
ダメなら見放す（2012年の話）

市長：門前通りに投資するのは最後
ダメなら見放す（2012年の話）



プロローグ

芸術の森公園

ギャラリーロード

日動美術館

クラインガルテン

石切り山脈

笠間稲荷門前通り



商店街の状況

割合
店舗 81.5
住宅 4.2
神社入口等 1.5
駐車場 6.0
空き店舗 4.3
その他 2.5
合計 100.0



商店街の状況

割合
店舗 68.4
住宅 8.8
神社入口等 3.9
駐車場 12.2
空き店舗 4.9
その他 1.9
合計 100.0



商店街の状況

割合
店舗 61.4
住宅 9.6
神社入口等 3.9
駐車場 16.6
空き店舗 8.4
その他 0.0
合計 100.0



まちづくりのきっかけ

平成24年、地場産の御影石で、道路整備を行うことと
なり、住民が道路のデザインを検討



まちづくりの始動

かさまち考
【提案】
約80名

かさまち考委員会
【企画・実現計画】

約10名

提案

年３～４回

月１～2回



まちづくり活動

例１：トイレマップ
できるところからスタート
トイレで笠間の昭和の写真展



まちづくり活動

例2：レトロ商店街
古いモノを展示するイベント
笠間芸術の森公園と門前
通りをボンネットバスで移送



まちづくりの始動

例3：交流サロン
空き店舗を活用し、みんな
が集まれる場所をつくる
週単位で、メンバーがイベン
トを企画・運営



まちづくりの始動

例4：蕎麦いっぱい計画
蕎麦屋が多いので、商店街の通りで
蕎麦を栽培。
蕎麦を育て、蕎麦猪口をつくり、みん
なで蕎麦を食べる。



まちづくりの始動
例５：ビアガーデン
酒蔵の中庭を使ったビアガーデン
毎回200人の住民が集まる



まちづくりの始動

例６：防災プラン
災害時の住民、観光
客の避難対策等を計画



まちづくりの始動

例７：道路清掃
綺麗に整備された御影石の道路をみんなで磨く



まちづくりの始動

例8：きつねの嫁入り
笠間稲荷神社と門前通りをつかってオリジナルの結婚
式をプロデュース



街並みづくり



街並みづくり

笠間朱色で統一感のある商店街をつくりたい！



街並みづくり

社会実験・アンケートで確認



街並みづくり

自分たちで色を塗る



街並みづくり

銀行も協力



街並みづくり

銀行も協力



街並みづくり

店舗も協力



街並みづくり

ムーブメント

誰もが知っている
「笠間朱色」



街並みづくり

街並みだけではなく、笠間朱色の商品開発



街並みづくり

街並みガイドライン・地区計画へ



街並みづくり



街並みづくり

①建物の高さの上限
２～３階を建物の高さ
の上限とします。
３階の建物を建設する

場合には、佐白山が見え
る門前通りを存続するた
め、可能な範囲で３階部
分を通りから離して建て
ることとします。

ルールの主な内容



街並みづくり

②建物の用途

門前通りに相応しい店舗の営業を行うこと
とします。
ボウリング場、スケート場、水泳場、ゴル

フ練習場、バッティング練習場、カラオケ
ボックス、パチンコ屋、馬券・車券販売所、
ストリップ劇場、キャバレー、
個室付浴場の営業を禁止します。



街並みづくり

③１階の用途
原則、建物の１階は商店や事務所などとし
ます。
住宅などをつくる場合には、塀や建物の色

などを門前通りの雰囲気に合うように工夫し
ます。
店舗を貸し出す・借りやすいような仕組み

づくりを検討していきます。



街並みづくり

④看板
看板を設置する場合には道路上に出ないようにします。
（敷地内に入るように看板を設置）
笠間朱色を活用した看板など、統一された看板の導入

を検討します。
お客様に店舗の位置が分

かりやすいよう、通り全体
での案内マップなどを設置
します。



街並みづくり

⑤笠間朱色の活用
笠間稲荷神社の拝殿の柱の色「笠間朱色」を設定し、
笠間朱色を活かして門前通りを統一性のある通りにして
いきます。
各店舗が独自に、外装に笠間朱色をアクセントとして

活用することを推進します。
笠間朱色：笠間稲荷神社の拝殿の色と同色／

笠間稲荷レッド／各店舗が色を確認しながら実施



空き店舗対策

空き店舗対策
かさまち考で、空き店舗を減らすべきとのアイディア
住民自らが空き店舗の情報を集め、提供
ＨＰや口コミで、空き店舗8件のうち、すべてが埋まる



街並みづくり

市は空き店舗活用の修景の補助金を創設



街並みづくり



警察や国道も信号柱や標識柱で協力



新たな企画もどんどん実施！



映画祭も実施！



まちづくりの成果



まちづくりの成果

平成３０年度 まちづくり功労者国土交通大臣表彰

令和元年度 経済産業大臣より「はばたく商店街３０選」に選定



自分のまちづくり 笠間人車軌道の復元

自分自身でも大正時代に運行されていた鉄道を復元



笠間人車軌道の復元

《制作の経緯》
2006～2012年 笠間人車軌道の歴史の把握、設計図の入手等
2006～2012年 ２／３サイズの模型の製作・道の市での運行
2013年6月～2014年年6月 原寸大の試作車両の製作
2014年6月7日 笠間ハンドメイドフェア道の市in弁天町で運行開始
2018年11月～2019年1月 クラウドファンディングを実施
2019年10月 笠間人車軌道の復元車両の竣工
2019年11月24日 人車の日イベントで運行



笠間人車軌道の復元

１１月２４日にお披露目



③まちなかの活性化について

リビングの無い家に住んだことはありますか？
まちなかは、まちのリビングです。
駅前などのまちの中心にあり、様々な活動やお祭りが行われ、
交流が生まれる場。そして、まちのシンボルとなる場。
それが“まちなか”です。
郊外にショッピングセンターができ、まちなかに元気がなくなっ
ている地域があるのではないでしょうか？
まちなかを活性化し、居心地の良いまちのリビングをつくりま
せんか？

地域の方々へ私はこう話します。
熊本でも同様でしょうか？



ＰＯＩＮＴ① 重層性のある活動と商機
いろいろな活動ができるまちなかへ
多様の人が集まり、賑わいができる → チャンス（商機）があるまちへ



ＰＯＩＮＴ② 地域にあったテーマ設定
まちなかの活性化といっても地域によってテーマは様々



ＰＯＩＮＴ③ 二階建ての活動
清掃活動など義務的な活動は、商店街組織等でみんなで対応
加えて、団体や有志等、特に若手グループが、自由に活動をチャレンジで
きる雰囲気、体制をつくる

義務的な活動／商店街等の既存組織／全員で１階

２階 団体やグループがやりたい活動でまちを盛り上げる



ＰＯＩＮＴ④ 商店振興とエリアの魅了づくり

＋

個々のお店をよくしていく商店振興の活動は重要
あわせて、エリアを魅力あるものにしていく活動の重要
双方で、 まちなかを活性化



ＰＯＩＮＴ⑤ 誰もがつかえる空間

まちなかに誰もが休憩できるスペースをつくってみました。
まちの滞留時間が伸び、まちでの活動が多様に！
飲食店が多いまちでは有利



ＰＯＩＮＴ⑥ つくる人とつかう人

つくる人

道路や宅地をつくる

主に行政

つかう人

建物を建てたり、
商売をしたり、
住んだり
主に民間

行政がお金を出してもできないことがあります。
例えば、お店を経営すること、賑わいをつくること
それは地域が主体的に進めていく必要があるのではないでしょうか。



ＰＯＩＮＴ⑦ 行動を開始する
まず、まちづくりの行動を開始することが大事


